
 

 

放置された犬のふんを黄色いチョークで丸く囲み、その横に発見等した日時を書くことで、

ふんを放置する行為が見られていることを飼い主に認識させ、飼い主のマナーの向上を促し、

ふんの放置をなくしていこうとする取り組みです。 

 

【使うもの】 

 黄色いチョーク（初回のみチョーク３本をお渡しします。） 

 

【実施方法】 

１． 放置されている犬のふんを、黄色いチョークで丸く囲みます。 

 

２． 描いた丸の横に発見した日時を書きます。 

 

３． 後日、現場の確認を行います。 

① ふんが残っていた場合は、描いた丸の横に再度、確認した日時を書きます。 

 

②   ふんが取り除かれていた場合は、描いた丸の横に「なし」と書き、確認した日    

時も書きます。 

 

※   ふんが残っていた場合は、①を繰り返します。ふんの放置を見られていること 

を飼い主に認識させることが目的のため、すぐには片付けないでください。 

【例】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【注意】 

１． 許可なく私有地に立ち入らないようにしてください。 

２． 実施する際には、通行する車両には十分注意してください。 

イエローチョーク作戦 
 

ご存じですか？ 

 
  

 

問合せ先：大東市環境課  電話 ０７２－８７０－９６２５ 


